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1　春日遺跡の概要と資料採集の経緯

  今回紹介する中世土師器は、 宮崎県児湯郡新富町に所在する春日遺跡の範囲にある道路沿いの土

手上の黒色土塊から、 数年前に筆者により偶然採集されたものである。 春日遺跡は、 一ツ瀬川左岸

の新田原台地の南西部に位置し、 その範囲の西側は西都市と接している ( 図 1)。 一帯は戦前から開

拓の手が入り、 現在では酪農を中心とした畑地帯が広がっている。 また、 国指定史跡新田原古墳群

の一群である衹園原古墳群の分布域と重なるともに、 付近に中世山城の有峯城も立地するなど、 早く

から歴史的に注目される地域であった。 春日遺跡では、 これまで道路建設等により 8 次にわたる発掘

調査が行われてきた。 その結果、 旧石器から中世にいたる遺跡の存在が明らかとなり、 春日地区の

ほぼ全域に遺跡が広がると判明している ( 新富町教育委員会 2007b)。

２　資料紹介

   紹介する資料は、土師器坏である(図2、写真1・2)。胴部～底部が残存し、底部径は7.8cmを測る。

内外面とも回転ナデが見られ、 底部は回転糸切りである。 外面は橙色 (Hue7.5YR7/6) である。 な

お、 内器面にのみ 2 次的に煤が付着していることから、 灯明皿として使用された可能性が指摘される。

この坏は器形や底径、 底部切り離し技法からみて、 堀田孝博による編年 ( 堀田 2016) の第Ⅷ期に相

当し、 およそ 13 世紀後葉～ 14 世紀頃のものといえる。

   採集地点に隣接する有峯城は日向地誌に 「建武ノ頃長友兵庫頭行安ト云者居リシ所ナリ」 との記載

がされ ( 若山 1995)、 検討の余地は残るものの 14 世紀中頃までにはある程度の城構えが成立して

いたとされる ( 西都市 2015)。 このことから、 今回紹介した土師器もまた、 有峯城との関係の中で残

された可能性がある。

　 なお、 本資料の保管等の取り扱いについては、 今後、 新富町教育委員会と調整予定である。
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図 1　資料採集地点と周辺の遺跡位置図

( 新富町教育委員会2007aより改変 ・転載 )

図 2　春日遺跡採集土師器坏

　　　　　実測図 ( 復元 )

写真 1　春日遺跡採集土師器坏 ( 内面 ) 写真2　春日遺跡採集土師器坏 ( 底部 )




